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原点の確認
10年の振り返りから

新しいテーマに取り掛かるとき，
全ての論文を3ヶ月で読破し，
1年経って論文が書けなければ勉強不足，
3年経って国内のトップにならなければ努力不足，
10年経って世界一流にならなければ能力不足．

（長尾真先生の京大電気系教室洛友会での言葉）



研究活動とは何か：研究者の幻想

学術出版
論文流通

研究資料・
データの保存 研究資料・

データの運用

研究リテラシー

実験・検索・検証

論証・出版

ノウハウ
秘匿資料

作法出版

既存出版資料
との比較

出版Goal

・属人的．共同研究が困難
・パラダイムの見直しが困難
・研究公正の環境が欠如
・研究者，専門職の展開力の欠如
・リテラシー教育の欠落

Closed

課題

・学問・研究の自由
・オリジナリティ



研究活動への圧力：学理と社会的要請？

時間

研究の深度

創成

展開

成熟

パラダイムシフト

改良型：特許・論文
は通る

産みの苦しみ

理論も実験も
完成していく

既成理論の破壊

既存の物理を包含する
全く新しい物理の創成

同じ機能を全く異なる
物理で実現

方法論の欠如
集合知

広がり

イノベーション
（応用）

パラダイムシフト
（市場の再定義）

経済成長視点

データの蓄積
と相互利用

技術イノベーション

基礎研究

商品化

誰が発明した概念か？



学術情報のオープン化とは何か？

オープン化
現在 未来過去

アーカイブ

オープンアクセス＝手法

書籍 EJ
eBook

情報の紙（もの）
への固定

ものから分離された
情報の集積

図書館という
公共への集積

情報の単位のシフト

データ

論理

ものと情報の同
時性・同一性の

解放

クロス利用

資料
資料
資料

資料

資料

資料

公共物の概念

集積

全てのアクセス
の保証

多様な知
（ローカル）

電子化・保存

多様な知の集合

時間からの解放

書籍単位

図書館

ネットワーク
研究データ 5

フェーズ１ フェーズ２

フェーズ３



復習：オープンアクセスの心は？

• 背景

• 科学技術の発展 → 学術論文の急増 → 雑誌価格の高騰

• インターネットの普及 → 電子ジャーナルの普及

• 商業出版社による市場寡占化 → 学術情報流通の機能不全

• 理念

• 学術情報流通の主体を研究者の手に

• 研究成果は社会への還元に

• 手法

• グリーンOA（セルフアーカイブ）

→機関リポジトリ，プレプリントの活用

• ゴールドOA（オープンアクセスジャーナル）

→OA出版活動の付加価値化（APC）

すでに結論は出ている！

誰が，何のために，どういう目的で契約するか・・・・



「変わりゆく大学図書館」の行き着く先？

大学教授：西洋知識の摂取者たるフリーライダー

図書館：教員にとって西洋文明への窓

大学教授〜サブジェクトライブラリアン

2010年代 大学改革＝教育と研究の切り分け
大学教員〜教育者

図書館 〜学習スペース
〜研究者
〜雑誌購入窓口

組織分離

2020年代 大学の機能分類

横の分離

縦の分離

大学図書館：大学の教育，研究を支える組織（設置要件）

大学院重点化：大学，大学院の切り分け2000年代

教室図書室中心
電子ジャーナル購入へ転換できない構図

2000年まで

DX が生み出す機能連携と組織とのせめぎあい
データオリエンテッド
意識の欠如の露呈

利用者サービスの喪失リテラシー教育の認識の欠如

教員・学生の大学，部局からの開放（囲い込み）

図書館の機能への懐疑(設置要件への要求(2021)）

著書・論文をたくさん知る人

教室

部局

組織

大学



オープンアクセス戦略の必要性

研究者を守り，研究のコミュニティを再構築する



京都大学図書館の動き

1970年代 附属図書館（新）
1980年代 機械化目録の利用：OPAC
1990年代 電子図書館・ネットワーク

電子ジャーナルの導入
1997年 学位論文の保存と複写問題
2000年代 電子ジャーナルへ移行

大学院重点化
2006年 機関リポジトリ（KURENAI）
2009年 研究開発室 教員配置
2011年〜 図書館と出版社の主客転倒

研究資料が資源から負債へ
2013年 学位論文の電子公開の義務化
2014年 RU11の海外調査指示
2015年 京大オープンアクセスポリシー
2016年 国大図協ビジョン2020
2017年 京大デジタルアーカイブ運用
2019年 国大協の声明 経費負担の改善

2020年 研究データ管理・公開ポリシー

2022年 京都大学ICT基本戦略2022 



京都大学オープンアクセス方針 (2015)

京都大学の教員が生み出した
学術論文等の研究成果を，
「京都大学学術情報リポジト
リKURENAI」によりインター
ネット上で原則公開すること
を定める．

研究公開のツールとしての
ブランドを確立する

そもそもなぜOAに舵を切ったか？



ブランド確立のステップ

この意味を考えると
・Google の検索の上位
・大学評価への寄与
・研究者評価への寄与

出版社のOAだけでなく別チャネルを
設定することで，アクセスが増加
（研究には多様なアクセスが必要）

ルール変更：
Google ベースのランキングへ

2015 OA ポリシー機構長就任

データベースの内容と質が出版と異なる



図書館はFAIR原則を自ら実現しようとしているか？

• Findable（見つけられる）
• （メタ）データはグルーバルで永続的でユニークな識別子を持つ
• データは豊富なメタデータで記述されるべき
• （メタ）データは検索可能な資源に登録あるいはインデックス化されるべき

• Accessible（アクセスできる）
• （メタ）データは標準的な通信プロトコルで識別子を使って取得できるべき
• プロトコルはオープンでフリーで汎用に実装可能であるべき
• プロトコルは必要であれば認証，認可の手順を持つべき
• メタデータはデータが入手不可になってもアクセス可能であるべき

• Interoperable（相互運用可能）
• （メタ）データは知識表現として形式的かつアクセス可能かつ共有可能かつ広く適
用可能な言語を使うべき

• （メタ）データはFAIR原則に沿った語彙を使うべき
• （メタ）データは他の（メタ）データへの適切な参照を持つべき

• Re-usable（再利用できる）
• メタ（データ）は精度と関連性に関する属性を複数持つべき
• （メタ）データは明確でアクセス可能なデータ利用ライセンスを付与すべき
• （メタ）データは由来をつけるべき
• （メタ）データは領域に関連したコミュニティの標準に合致すべき

https://www.force11.org/group/fairgroup/fairprinciples

中
途
半
端
！



大学のオープン化の道程

1st 学位論文の電子化 Repository
義務的活動

2nd OAポリシー策定 Original submission
自発的活動

3rd オープンデータの模索 Data archive, IIIF
主導権の確保

4th コミュニティの再構築 Direct and indirect
データ戦略

分野，大学間，学問領域を超えた相互運用

理念的活動2015

2017

2006

研究戦略

協調的活動

国際的認知

残念ながら図書館
だけではできない

なぜならば，図書館が研究現場ではないから



研究プロセスとオープン化
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検証
思考

論文流通

理論/
数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

機関リポジトリ

実験
計測

データ
処理

一次データ

二次データ

メモ・Log

キュレーション

一般化
処理技術

処理技術

記録

研究指導

研究プライオリティ

学会，コミュニティ

客観性の獲得

オープン化 (APC含む)
論文採択
編集価値

著者版の公開

オープンデータ
Data Repository モチベー

ション

研究公正 データ管理・運用

データ管理 データ運用

ジャーナル問題

研究データ
プラットフォーム

多様性

研究者育成

研究リテラシー
（支援・保護）

分野の再定義

ワークフローの
健全化・戦略性

オープン化

arXiv, BioRxiv, …., Jxiv…..
オープン査読

KURENAI
JAIRO

データ駆動

多様なオープン化チャネルの確保



グリーンOA戦略

図書館にとっては，図書館の成果目標

研究者にとっては，今必要な研究手段であって
数年後のことなどどうでも良い！



プレプリント：arXiv.org

• 1991 GINSPARG, Paul, Repository Alert System                                  
hep-th@xxx.lanl.gov       (before internet) 
High Energy Physics

• 2011   → Cornell University Library
• Categories Expansion:

Physics (1991), 
Mathematics (1997), 
Computer Science (1998), 
Quantitative Biology (2003), 
Statistics (2007), 
Quantitative Finance (2008), 
EESS (Sep. 18, 2017), Econ (Sep. 26, 2017)

GINSPARG, Paul. “ArXiv at 20”. nature. vol. 476, p. 145-147, 2011

必要に合わせて
コミュニティを作る

自然にカテゴリーが
追加されているのでは
ない！出

版
社
が
論
じ
る
な
！



研究プライオリティの確保の意味

Preprint server (Green OA)

Physics，Mathematics, Computer Science , Quantitative-Bio,
Quantitative-finance, Statistics, EESS, Econs

Support researchers  to keep
their originality and priority

図書館の人が根本的に
理解できていない



需要と供給 arXiv.org (1991-2016)



オープンデータ から
オープンスカラリー へ

大学図書館が目指すべき機能



方法論の接近

自然科学：研究データの公開と共有化
人文科学：資料・データの相互流通
社会科学：継続データと相互利用

自然科学：論文データの相互検証
人文科学：資料・データの公開が原則
社会科学：個別データに基づく研究

データを介した方法論の接近AI ツール

学術がデータに基づいて論理・哲学へ回帰するため
のツール（出版機能）の確保が図書館の究極の機能

分野を超えた知の転換



図書館の機能転換は必須

• 「オープンアクセス」は，研究者の意識改革であった
• 「オープンデータ」は，研究組織の意識改革である

研究者の業績，権利，研究を守ると同時に，
多様性を育み，人類への義務を果たす，
研究活動全般のライフサイクルのライフサイク
ルのオープン化に通じる

図書館が出版社依存から脱却し，研究者の出版活動
に直接関与するため，データオリエンテッドな
プラットフォーム化＋API開発 に機能転換する

• 「オープンスカラリー」は，図書館の意識改革！



図書館の意識改革とは
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“KURENAI”

Data

Data-driven-base

eDocument

Digital Archive

eBook

Image & text

Academic data

Modules of Editing Module of Processing

Brand Name

Tool-base

Core
Facilities

Virtual system by Library and 
Info Center etc.

Project planning
Consulting
Data processing 
Data storage
Data archiving
Publishing



図書館は機能の一つ

23

“KURENAI”

Data

Data-driven-base

eDocument

Digital Archive

eBook

Image & text

Academic data

Modules of Editing Module of Processing

Brand Name

Tool-base

Core
Facilities

Project planning
Consulting
Data processing 
Data storage
Data archiving
Publishing

Virtual system by Library and 
Info Center etc.



図書館は機能の一つ

24
“KURENAI”

Data
Data-driven-base

eDocument

Digital Archive

eBook
Image & text

Academic data (Reservoir)

Modules of Editing Module of Processing

Brand Name

Tool-base

Core
Facilities

Virtual system by Library and 
Info Center etc.

API



すでに多くのツールは揃っている
Open Science Framework (OSF)

Innovations in scholarly communication

https://figshare.com/articles/presentation/Of_Shapes_and_Style_visualising_innovations_in_scholarly_communication/3468641/1

Universiteit Utrecht 25

https://figshare.com/articles/presentation/Of_Shapes_and_Style_visualising_innovations_in_scholarly_communication/3468641/1


データ中心に研究のライフサイクルと機能を見直す

検証
思考

理論/
数値計算

論証

論文化

論文誌決定

プレプリント査読

出版

リポジトリ

実験
計測

データ処理
一次データ

二次データ

モチベー
ション

データ保存
研究公正

データ運用

データ駆動
シミュレーション

研究リテラシー

研究のサイクル

図書館
オープンアクセス

オープンデータ

研究DXへの
フィードバック

学術情報メ
ディアセン
ター

データエンジニア
データサイエンティスト

デー
タキ
ュレ
ータ

ライブラリアン

データアナリスト

デー
タラ
イブ

ラリ
アン

データシェアデータ管理

オープン化

大学，図書館，研究者が研究サイクルが回せていない
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図書館界・・・・
図書館学・・・・
図書館○○学・・

パラダイムの既得権を守って
いるだけでは？



図書館関係者が自ら
研究のライフサイクルで研究者と並走し，
図書館業務の意味を学術情報生成の
原点に戻って再確認して頂きたい．

現在の図書館の存在は過去の学問への希求の結果であり，
明日のものではない．

冊子オリエンテッドからデータオリエンテッドへ
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